
吹田市
危機管理室
令和７年３月だより

地域防災リーダー育成講習を実施しました。

日時 ：令和7年2月15日（土）１０時～17時
場所 ：吹田市役所危機管理センター

参加者 ：４３名

地域防災リーダー育成講習では、当日すべてのプログ
ラムを受講された方を「吹田市地域防災リーダー」として
登録し、修了証をお渡ししており、今回、新たに４３名の
方が地域防災リーダーとして登録されました！
講義・ワークともに積極的に取り組まれており、講習内
のグループワークではほとんどのグループで椅子から
立ち上がるほど、活発な議論をされていました！
地域での活動等に活かしていただけると幸いです。

2025/2/15（土）

SUITA CITY

平時は地域内の防災啓発などを行い、大規模災害時は地域住民の先頭に立って初期救助や
消火の他、避難所運営や各種調整など自主防災活動の中心となって活動する方のこと
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自主防災組織活動発表会※でも
発表をいただいた五月が丘地区
防災委員会より防災活動につい
てご紹介いただきました！

救助用資機材の使い方を学び、実
際に資機材を使用して初期救助
を実演しました。

学校敷地図内に色々な事情を抱え
た避難者をどう配置するか？
グループで話合いながら、避難所運
営者を体験しました。

講習終了時に全てのプログラムを受
講された皆様へ危機管理監より直
接、講習修了証をお渡ししました！
参加いただいた皆様１日お疲れ様で
した！

POINT

東日本大震災の経験とそれを踏
まえた地域防災の取組について、
お話をいただきました。

講義３

※詳細裏面



各地域で防災訓練が実施されました！※一部地域分を抜粋してご紹介しています。

山三地区 吹南地区 2024/12/8（日）

令和６年１２月８日に吹南地区（吹田南小学校）で防災訓
練が実施されました。
訓練では、体育館にパーテーションや段ボールベッドを設
置し、避難所の様子・レイアウトを確認しました。
また、参加者が実際に段ボールベッドを組み立ててみる
等、災害時の避難所を具体的にイメージした実働的な訓練
となっていました！

令和６年１１月16日に山三地区（山田第三小学校）で防災
訓練が実施されました。
訓練では、屋外での炊き出しや消防による火災発生時の
煙体験や救命救急講習等、災害発生時における避難や初
期対応について、体験型の内容を中心に、参加したこども
たちも楽しみながら学ぶことのできる内容となっていまし
た。継続して実施することで、災害時にできることを確実
に習得することができる効果的な訓練だと感じました！

2024/11/16（土）

自主防災組織活動発表会を実施しました
2025/11/2（土）

あ
各地域の自主防災組織が行っている先進的な取組等について、各組織間で情報や意見
交換をすることによる防災力の向上を目指し、年２回、自主防災組織間情報交換会を実施して
おり、令和６年度は、情報交換会で行っていた各組織の取組の発表を、発表会形式で行いました。
発表終了後には聴講者の投票による表彰を行いました。

発表内容・組織一覧
日時 ：令和6年11月2日（日）9時～12時
場所 ：吹田市総合防災センター（DRC Suita）

参加者 :６３名

今回の発表会では、６組織に自組織の取
組についての発表を行っていただきました。
聴講者からも積極的に質問が出るなど、
発表者・聴講者ともに非常に有意義な発表
会になったと思います！
また、発表会後の参加者アンケートでは、
回答者全員から「有意義だった」との高評価
をいただける結果となり、「参考にしたい事
例もあり有意義でした。」、「活動の幅を広げ
るためのヒントになった」など、参加者全員
が地域での活動のヒントとなるものを持ち
帰ることのできる良い会となったと実感し
ています。
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関西大学社会安全学部の学生組織。
ドローンやVRなども用いた新たな防災教育のカ
タチを目指して挑戦しておられるKANDAI DPE
の防災教育の取組について発表いただきました！

【防災教育の取組例】
子どもたちへのドローン操縦体験指導
災害時に役立つ防災ボトルづくり
射的ゲームで災害時の必要品を考える防災射的

ノゾキミ

発表内容を一部紹介

KANDAI DPE



令和７年１月１９日（日）に令和６年度吹田市一斉合同防災訓練を実施しました。
訓練当日までに、各自、自宅の安全点検等の事前訓練に取り組み、訓練当日には、９時３０分に地震災
害が発生した想定で、身を守る行動や備蓄の確認などの各家庭で行う訓練や、地域で決めた緊急避難
集合場所への避難や、地域や家族等で安否確認・情報伝達訓練を実施し、６,７８０人に御参加いただき
ました。

各地域では、地域特性に応じて、自治会等が主体となって様々な独自訓練が実施されました。

引き続き地域と連携した訓練を実施し、防災力を高めていきましょう。

令和６年度吹田市一斉合同防災訓練を実施しました。

人的・物的支援の受入れなどリアルな災害時の状

況を想定した各部・各班の連携による対応につい

ての経験値が少ない。

吹田市では、

全庁が有事モードとなった際の状況認識を市職

員で共有するなど、訓練による経験値の向上が

必要。以下の訓練を実施しました。

1.19全庁有事モードの実践
～災害時吹田市役所はこうなる～

庁内（外）有事モード
（レイアウト展開）

本部運営訓練

各部署が事前に見直し
たマニュアルや計画に基
づき、現地レイアウトの
展開等を実施。

災害発生７２時間後の
想定のもと、各部との
情報連携による本部運
営を実施。第８回災害
対策本部会議を実施。

市独自訓練（図上による本部運営）
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各自治会が決めた緊急避難集合場所に避難を実施。
連合自治会にて設置した地域災害対策本部にて避
難者数を集計し、避難所開設要員である校区防災
要員へ伝達。
その後、各地域において独自に訓練を実施。
校区防災要員による各小学校での避難所開設訓練等
の実施。

各地域訓練（自治会等による避難訓練など）

千里丘北小学校

片山小学校豊津第一小学校北山田小学校

地域災害対策本部と
市災害対策本部との
情報連携の実施

POINT

情報連携の流れ

2025/１/１９（日）

危機管理センターにおける
本部運営訓練の様子

レイアウト展開の様子

情報連携

地域で実施された独自訓練
（一部抜粋）

・安否確認訓練（無事ですカード）
・担架搬送訓練
・救命救助訓練
・炊き出し訓練
・災害用伝言ダイヤル操作体験
・避難所開設訓練
・放水訓練

地域で決めた緊急避難集
合場所は市報すいた１月
号や吹田市公式ホーム
ページに掲載しています。

POINT



工事中

1.19


